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株式会社　明保設備

環境経営方針

《環境経営理念》

《環境保全への行動指針》

株式会社明保設備は、全ての事業活動において適用される環境関連法規を
遵守し、事業活動が与える環境負荷をしっかりと把握していきます。
全社一丸となり、環境経営の継続的改善に取り組み環境負荷を低減させ、
一層の安心・信頼のサービスをご提供し、お客様と共に成長していきます。

１．環境関連法規及びエコアクション２１の要求事項を遵守する
２．二酸化炭素排出量の削減を推進する（電気、ガソリン、都市ガス）
３．廃棄物の削減及び再生利用を推進する
４．排水量及び水道使用量の削減を推進する
５．会社周辺の清掃及び地域並びに関係団体等の環境活動に積極的
　　に参加します
６．従業員に対する研修等を通じて、環境方針や環境活動について
　　周知徹底する

2023年3月30日

株式会社　明保設備



□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社　明保設備

　代表取締役会長　田村　正明

（２） 事業所及び所在地

本社 〒183-0052　東京都府中市新町2-1-1 倉庫資材置場 〒183-0052　東京都府中市新町2-1-1

事務所 〒183-0052　東京都府中市新町2-12-2 倉庫資材置場 〒192-0374　東京都八王子市中山204-8

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　責任者： 本木 優也 　担当者： 畠山 智恵子
　連絡先： 042-365-3670

（４） 事業内容及び建設業許可

（５） 事業の規模

2022年度 2021年度 2020年度 2019年度 2018年度

25 22 21 20 19

198.89 198.89 198.89 198.89 198.89

199.00 199.00 199.00 199.00 199.00

（６） 組織図

（７） 事業年度

事業年度：2022年7月1日〜2023年6月30日　　活動年度：4月〜6月

従業員
・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割・責任・権限

代表者(会長)

・環境経営に関する統括責任
・経営における課題とチャンスの明確化。
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間など経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標、環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規などの取り纏め表を承認
・環境経営目標、環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

EA21事務局

・特定建設業許可 東京都知事 許可(特-2)第113907号 許可日：令和2年9月25日(有効期限：令和7年9月24日)
　管工事業
・一般建設業許可 東京都知事 許可(般-2)第113907号 許可日：令和2年9月25日(有効期限：令和7年9月24日)
　土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、水道施設工事業
・産業廃棄物収集運搬業許可 東京都知事 13-00-155382号 許可日：平成22年8月9日(有効期限：令和7年8月8日)
  種類：廃プラ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類
　　　　(石綿含有産業廃棄物を含む)、(水銀使用製品産業廃棄物を含む)
　　　　(自社運搬のみを取り扱い、業としておこなっていません)

　売上：61,359万円

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動実績の集計、確認、評価
・環境関連法規などの取り纏め表を作成、管理
・環境関連法規などの取り纏め表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開

部門長

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員　　　　　

事務所延床面積

倉庫・資材置場面積

代表者

環境管理責任者

EA21事務局

総務部門工事部門

従業員



□認証・登録の対象範囲

登録組織名：株式会社　明保設備

対象事業所：全社

対象外： なし
活動：

□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

kWh

L

m3

ℓ

kg

kg

m3

m3

品種

□環境目標及びその実績

（１）中長期目標

kg-CO2 73,227.34 72,495.06 72,311.99 72,128.93

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

kWh 24,938.00 24,688.62 24,626.28 24,563.93

kg-CO2 11,271.98 11,159.26 11,131.08 11,102.90

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

L 26,312.00 26,048.88 25,983.10 25,917.32

kg-CO2 61,043.84 60,433.40 60,280.79 60,128.18

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

m3 422.00 417.78 416.73 415.67

kg-CO2 911.52 902.40 900.13 897.85

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

ℓ 0.00 0.00 0.00 0.00

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

kg 30,705.00 30,397.95 30,321.19 30,244.43

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

kg 3,579.60 3,543.80 3,534.86 3,525.91

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

m3 185.50 183.65 183.18 182.72

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

m3 185.50 183.65 183.18 182.72

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

品種 0.00 0.00 0.00 0.00

対基準 △1.00％ △1.25％ △1.50％

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出量の削減

産業廃棄物最終処分
（埋立）量の削減

水道水使用量の削減

水道水総排水量の削減

化学物質使用量の削減

ガソリン使用量の削減

都市ガス使用量の削減

廃棄物排出量の削減

電力使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2021年度
基準年度

2022年度 2023年度 2024年度

水道水総排水量 185.50 134.50

化学物質 0.00 25.00

　産業廃棄物最終処分（埋立）量 3,579.60 4,620.35

水道水使用量 185.50 134.50

　一般廃棄物 0.00 649.00

　産業廃棄物 30,705.00 36,835.00

  都市ガス 422.00 246.00

廃棄物排出量

　電力 24,938.00 23,131.00

　ガソリン 26,312.00 24,096.55

土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、管工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、水道施設工事業

項　目
2021年度
基準実績

2022年度
実績

二酸化炭素排出量 73,227.34 66,890.57

トライアル期間から着手した為、実態の把握中

トライアル期間から着手した為、実態の把握中



（２）短期環境経営目標の実績及び評価 　　　評価基準：100％以上「〇」・95％以上「△」・94以下「×」・実績なし「-」

基準年度 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 16,289.27 16,126.38 16,271.52 99.11% △

対基準 △1.00％ △0.11％

kWh 4,841.00 4,792.59 4,894.00 97.93% △

kg-CO2 2,188.13 2,166.25 2,212.09

対基準 △1.00％ ＋1.09％

L 6,053.87 5,993.33 6,043.34 99.17% △

kg-CO2 14,044.98 13,904.53 14,020.55

対基準 △1.00％ △0.17％

m3 26.00 25.74 18.00 143.00% ○

kg-CO2 56.16 55.60 38.88

対基準 △1.00％ △30.77％

ℓ 0.00 0.00 649.00 - -

対基準 △1.00％

kg 8,720.00 8,632.80 11,285.00 76.50% ×

対基準 △1.00％ ＋29.42％

kg 1,214.40 1,202.26 1,284.25 93.62% ×

対基準 △1.00％ ＋5.75％

m3 36.00 35.64 40.50 88.00% ×

対基準 △1.00％ ＋12.50％

m3 36.00 35.64 40.50 88.00% ×

対基準 △1.00％ ＋12.50％

品種 0.00 0.00 25.00 - -

対基準 △1.00％

売上高万円当たりのエネルギー使用量（kw・L）

基準年度と比較したエネルギー使用量

※基準年度の2021年の使用量を100％として、各年度の使用量と比較

都市ガス 100.00% 58.29%

電力 100.00% 92.75%

ガソリン 100.00% 91.58%

事業年度 2021 2022

0.24

ガソリン／売上 0.43 0.25

事業年度 2021 2022

売上高（万円） 61,359 95,000

電力／売上 0.41

水道水使用量の削減

水道水総排水量の
削減

化学物質使用量の
削減

廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量
の削減

産業廃棄物排出量
の削減

産業廃棄物最終処分
（埋立）量の削減

電力使用量の削減

ガソリン使用量の削減

都市ガス使用量の削減

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2022年
(4月～6月)

試行期間

関連SDGs（2023年4月 〜 6月）

二酸化炭素排出量の削減
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基準年度の使用量を１００とした各年度との比較

2021 2022

実態の把握中

実態の把握中



□環境活動の取り組み計画と評価

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組状況 関連SDGs

△

△

△

○

-

×

△

-

・節水の周知徹底 全社員がほぼ社内に揃う期間とトライアル期間が重なったこと
により達成率は下がってしまった。継続して実施していく。

産業廃棄物の削減 （目標未達成）

・分別によるリサイクルの推進
・裏紙の使用

毎月産廃をしていないので容易に月では比較できないが、売上
や施工数の増したことによるものだが、少しずつでも良いので
工夫を凝らして減らすように対策を考えていく。

水道水使用量の削減 （目標達成）

化学物質使用量の削減 （実態把握中）

・使用頻度、発注数が極めて低い為、数量管理
ではなく品種管理を実施。
・SDSを厳守

今まで数値化していなかった為、評価はできないが、これから
はSDSに則った取り扱いだけでなく、削減して評価していく。

※エコアクション21の取組により、該当する製品の可視化を実施。

一般廃棄物の削減 （実態把握中）

・分別によるリサイクルの推進
・裏紙の使用

今まで数値化していなかった為、評価はできないが、少量排出
事業所の約半分程度なので継続して取り組んでいき、今後再評
価していく。

※エコアクション21の取組により、排出量の数値化を実施。

都市ガス使用量の削減 （目標達成）

必要・適正な利用
概ね良好。全体としての割合が1%もない為、次期からは対象外
とする。

ガソリン使用量の削減 （目標達成）

・ECOドライブの実施
・燃費の計測実施

緊急や遠方が重なったことにより評価は下がっているが、概ね
良好。継続してエコドライブを心掛けて実践していってほし
い。

電力使用量の削減 （目標達成）

・エアコンの温度管理
・消灯管理
・温度、消灯管理の徹底周知

全社員がほぼ社内に揃う期間とトライアル期間が重なったこと
により達成率は下がってしまった。不在エリアの消灯などを徹
底していく。

評　価（結果と今後の方向）

二酸化炭素排出量の削減 （目標達成）

・電気使用量の削減実施
・ガソリン使用量の削減実施
・都市ガス使用量の削減実施

昨年度の売上を比較しても概ね良好ではあるが、施工量などで
の影響は受けるのは仕方ないが比例する幅が広がるように継続
して取り組む。

取り組み計画



□環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制等は次の通りである。

遵守確認 遵守確認

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

要是正

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、フロン排出抑制法において是正が必要なことを確認しました。

是正内容は、本社の業務用エアコンの簡易点検実施および点検簿作成が必須の為、早急に第1回目を実施すること。

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等もありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し結果

・環境経営方針 見直しの必要無 見直しの必要有

・環境経営目標・環境経営計画 見直しの必要無 見直しの必要有

・実施体制 見直しの必要無 見直しの必要有

評価実施日： 2023年7月5日

代表取締役会長　田村　正明

消防法（危険物取扱部分）

家電リサイクル法

府中市環境基本条例

府中市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例

東京都環境基本条例

東京都廃棄物の処理及び再利用に関する条例

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

トライアル期間ではあったが、色々な気付きや工夫などをして実施できたと思います。
達成率としては低くみえますが、3ヶ月間での数値でありPDCAのサイクルを実践していき、
１年毎に確実にいい結果になるように引き続き取り組んでいく。

法規制等名称

廃棄物処理法

法規制等名称

建設リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

悪臭防止法(府中市)

フロン排出抑制法


